























1　FASB Discussion Memorandum, an analysis of issues related to Conceptual Framework for Financial 
Accounting and Reporting : Elements of Financial Statements and Their Measurement, Financial Accounting 
Standards Board, December 2,1976. 津守常弘（監訳）『FASB財務会計のフレームワーク』（中央経済社　
1997 年）。本稿は津守監訳書に依拠している。そこからの引用または参照箇所については，本文中におい
て該当するパラグラフの番号を（　）内に記入している。































2　新井清光『現代会計学』第 3版（中央経済社　1991 年）16～17 頁，新井益太郎・稲垣富士男（代表者）
『「新簿記」指導資料』（実教出版　2008 年）64～65 頁。次の文献は「水槽のアナロジー」を批判してい
る。佐藤靖『動的会計測定の理論』（同文舘　1995 年），大野功一「損益計算における「水槽のアナロ












































































































7　 田中は，「フローとはストックの変動を言う」と表現している。同上書 346 頁。







































































































































































































12　 IFRS　概念フレームワーク 4.4 項（b），有限責任監査法人トーマツ（訳）『国際財務報告基準（IFRS）
詳説』第 1巻（レクシスネクシスジャパン　2014 年）29 頁。




































その使用や売却の企業の意図，能力等を裏付ける証拠を提示できる場合に限っている。IAS第 38 号 57
項，同上訳書 548～549 頁。
17　IAS第 36 号，同上訳書 596 頁。
18　 アメリカにおける資産の定義を概観すると，service potential, future services, future economic benefits
といった用語が繰り返し用いられている。いずれも用役潜在力を意味しているものと解することができ






































































































44　　商 経 論 叢　第 55 巻第 3・4合併号（2020．3）
ろうか。そのような観点から資産負債アプローチと収益費用アプローチという損益計算への 2つ
のアプローチを見直してみると，その主張の対立は，会計規則に係る研究・論争を誘発しなが
ら，「連携」の維持を前提としたより適正な損益計算の構築に向けて貢献していると解釈するこ
とができるのである。　
